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歴史的構造物保全技術連合小委員会 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【活動予定期間】 

2006 年 7 月 ～ 2010 年 9 月（4 年間） 
 ＜本委員会は 2010年をもって活動を終了しています．＞ 
 
【活動の目的】 
土木遺産に対する社会的関心の高まりを背景として、国土整備における土木遺産の役割

が拡大するとともに、文化財として保全される土木遺産の数も増加している。これに伴っ

て、土木構造物の文化的、歴史的価値に配慮した維持管理が求められている。本委員会で

はコンクリート、水工学、構造工学、鋼構造、地盤工学、土木計画学、土木史研究、景観

デザインの 8 委員会の連合によって、①土木遺産保全への普及啓発、②維持計画、設計、
施工の制度的、技術的課題、③ケーススタディーを柱とした活動を行なう。 

 
【活動状況】 
委員会の主たる研究活動は平成 20 年度でほぼ終了し、遅延していた報告書について 9 月

1 日に図書「歴史的土木構造物の保全」（鹿島出版会）を発刊した。 
≪主要目次≫ 
第１章 保全の基本的考え方と手法 
第２章 保全のための計画論 
第３章 保全のための設計・施工論 

鋼構造物/コンクリート構造物/石造構造物/地盤構造物/ダム/トンネル/ 
河川構造物/港湾/煉瓦造建築物/鉄筋コンクリート造建築物 

第４章 事例分析 
橋梁/河川/その他 

資料  歴史的な構造物の保全に係る文書抄録 
（ B 5 判・上製・312 頁 予価：6,800 円） 
 

【今後の活動計画と目標とする成果】 
報告書としての図書「歴史的土木構造物の保全」の発刊をもって連合小委員会の活動を

終了とする。 
 
【PR ポイント】 
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